








要約:現行の VMA 定性による神経芽細胞腫スクリーニングでは発見される神経芽細胞腫の

頻度が HPLC法のそれに比べると大きな差がある。我々が京都で行った結果,VMA spot test

では 1/17,901(11/196,906)であったのに対し,HPLC による VMA・ HVA 定量では

1/4,579(8/36,628)であった。定量すると定性の約 3倍の神経芽細胞腫が発見出来ることが

明らかとなった。しかし,一次スクリーニングにHPLC による定量を導入するには,いくつか

の困難が予想されるので,今後そのための検討が必要となった。 

我が国で60年末までにスクリーニングによって発見された99例の治療法について調べた。

これらの例は年齢的要因からみて予後良好例と予想されたが,良好な予後が予測できる病

期Ⅰ,Ⅱ,Ⅳsと同様に,進行した病期Ⅲ,Ⅳaやbでも強力でない化学療法で充分に治癒が期

待できることが示された。 


